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人工飼育マメアプラムシ Aρhiscraccivora 
Kochの発育に及ぼす pHと糖の影響
河 田 和 雄
未知物質(1eaffactors)を一切含まない完全合成飼料によるアブラムシの人工飼育は，
Mitt1er and Dadd (1962)によって開発されて以来，これまでに急速な進歩を遂げた.
そして.Dadd and Mitt1er (1966)によるモモアカアプラムシ Myzustersicae Sulz.， 
Dadd and Krieger (1967)による Aphisfabae Scopoli， Ehrhardt (1968)による
















たり 10頭の集合飼育とし. 1飼料について2-5回の反復を行なった. 飼育条件は上記









第 1表 人工飼料の組成 (mg!l∞ms)
ア 、司. ノ酸 ピ タ ソ 類
L-ア ラ ー γ 1∞ チア ミ γ 塩酸塩 2.5 
L-アルギニン 270 ポフラ ピン 0.5 
L-アスパラギン 550 . 一ー コ チ ソ 酸 10.0 
L-アスパラギン敵 140 ピリドキシ γ極酸塩 2.5 
Lー システイン塩酸塩 40 業 酸 0.5 
L-グルタミ γ 酸 140 パントテン酸カルシウム 5.0 
Lー グルタミン 150 イ ノ シ ト ール 50.0 
グ リ シ ソ 80 塩 化 コ リ ソ 50.0 
L-ヒスチジン 80 ピ オ チ ン 0.1 
L-イソロイシン 80 L-アスコルビン酸 1∞.0 
L-ロ イ シ ソ 80 そ の 他
L-リジン塩酸温 120 シュ ク ロ ース 15，αm 
L-メチオュ γ! 40 塩化マグネ シ ウム 2∞.0 
L-フェニノレアラュ γ 40 リン酸ーカリウム 5∞.0 
L-プ ロ リ ン 80 エチレシジアミン四酢酸鉄錯塩 1.5 
L-・セ リ ン 80 エチνンジアミン四酢酸亜鉛錯塩 0.8 
L-トレオニ γ 140 エチレンジアミン四酢酸マンヵーン鎗極 0.8 
L-トリプトファ γ 加 エチレンジアミン四酢酸銅錯塩 0.4 
L-チ ロ シ ソ 40 pH 7.0に調節 (KOH) 
L-パ リ 、J 80 水を加えて全量 l∞msとする
実 験 結 果
1. pHの，影響
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第3図糖の種類と生存期間との関係
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シュクロース濠度と生存期間との関係














































Auc1air (1965， 1969)はェγ ドウヒゲナガアプラムシ，ワタアプラムシ Aphisgossypii 
Glover，チューリ y プヒゲナガアプラムシ Macros紗humeuphorbiae Thomasの生存期
間，生体重，産子数に対する pHの影響を調査し，ワタアプラムシの好適範囲 (pH6.5-
8.0)がチューリップヒゲナガアプラムシの (pH7.0-7.3)，エンドウヒゲナガアプラムシ



















Dadd and Mitt1er (1966)によると， モモアカアプラムシの発育に対する好適シュクロ








1) pHを異にする 8種類の飼料 (pH3-10)のうち，成虫まで、飼育できたのは pH5-
10の6飼料であった.
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